
可睡斎秋葉三尺坊大権現御真殿の虹梁部分には、見事な
龍の彫刻が施されています。この彫刻は、久野城にあっ
た大松を使って彫られたと伝えられています。
他にも、境内の中には多くの寺社彫刻を見ることができます。

龍が彫られた海老虹梁（可睡斎）
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中東遠総合医療センターの建設整備及び
管理運営に係る経費の負担割合が決定

　市議会は、11月定例会を11月27日から12月19日までの23日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成24年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、掛川市・袋井市新病院建
設事務組合規約の全部変更など20議案と3件の報告が上程され、採決の結果、いずれも原案のと
おり可決・承認しました。
　なお、市政に対する一般質問では、8人の議員が市長の見解をただしました。

11月
定例会

平成25年5月1日に開院する中東遠総合医療センター（12月末現在）平成25年5月1日に開院する中東遠総合医療センター（12月末現在）

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

　

今
回
の
補
正
予
算
（
第
3
・
4
号
）
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た

め
に
、
4
億
3
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
予
算
総
額
は
、
3
0
8
億
6
9
5
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
第
3
号
補
正
（
専
決
処
分
の
承
認
）》

●
衆
議
院
議
員
選
挙
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
1
0
0
万
円

　

12
月
16
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
経
費
の
計
上
。
（
事
務
執
行
上
、
緊
急
を
要
し
た
こ
と
か

ら
、
議
決
を
待
た
ず
に
執
行
さ
れ
た
内
容
を
承
認
し
た
も
の
で
す
。
）

《
第
4
号
補
正
》

●
職
員
退
職
手
当
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
億
2
5
0
万
円

　

退
職
予
定
者
が
、
当
初
の
定
年
退
職
者
13
人
か
ら
、
勧
奨
退
職
等
の
理

由
の
た
め
退
職
す
る
職
員
も
含
め
25
人
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

●
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費
・
障
害
児
給
付
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
4
3
2
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
施
設
の
利
用
者
数
の
増
加
に
伴
う
給
付
費
等
の
増
額
。

●
家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
2
3
2
0
万
円

　

家
庭
内
家
具
等
固
定
申
請
の
増
加
に
伴
う
家
具
等
固
定
器
具
の
購
入

代
及
び
家
具
固
定
に
係
る
委
託
料
の
増
額
。

●（
仮
称
）笠
原
幼
保
園
施
設
整
備
事
業
 …
…
…
…
1
5
9
3
万
円

　

笠
原
幼
稚
園
と
笠
原
保
育
所
を
統
合
し
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
現
在
の
笠
原
幼
稚
園
に
保
育
所
部
分
を
増
築
す
る
た
め
の
土
地

購
入
費
の
計
上
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
推
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
9
9
0
万
円

　

太
陽
光
発
電
機
器
等
の
導
入
件
数
増
加
に
伴
う
奨
励
金
の
増
額
。

●
河
川
水
位
計
等
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
7
5
0
万
円

　

浸
水
区
域
（
村
松
・
諸
井
）
に
お
い
て
、
浸
水
の
危
険
を
知
ら
せ
る

浸
水
セ
ン
サ
ー
の
整
備
経
費
の
計
上
。
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条 

例
（
主
な
も
の
）   

《
改
正
》

●
袋
井
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
市
立
袋
井
市
民
病
院
の
閉
院
後
、
現
病
院
施
設
を
活
用
し
て
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
総
合
内
科
的
な
外
来
や
、
一
般
・
療
養
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設
に
あ
た
り
、
本
条
例
の
全
部
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

　

本
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
施
設
名
称
が
次
の
と
お
り
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

施
設
名
称
…
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井
市
民
病
院

《
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
に
関
連
す
る
案
件
》

　

本
定
例
会
で
は
、
聖
隷
袋
井
市
民
病
院
に
関
連
し
た
次
の
よ
う
な
案
件
も
可

決
し
ま
し
た
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　

聖
隷
袋
井
市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
が
、
次
の
と
お
り
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
…
社
会
福
祉
法
人　

聖
隷
福
祉
事
業
団

　

指
定
期
間
…
平
成
25
年
5
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

◎
袋
井
市
病
院
事
業
運
営
費
補
助
金
（
債
務
負
担
行
為
）・・・・・・・・・・・・・
10
億
円

　

指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
5
年
間
に

つ
い
て
、
毎
年
2
億
円
を
上
限
に
運
営
費
を
補
助
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
補
助
金
の
債
務
負
担
行
為
が
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
袋
井
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
2
月
か
ら
、
市
役
所
庁
舎
1
階
に
「
総
合
証
明
自
動
交
付
機
」
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
自
動
交
付
機
の
利
用
に
際
し
、
関
係

す
る
規
定
に
つ
い
て
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。　
　
　

　

そ
の
他
（
主
な
も
の
） 

《
規
約
全
部
変
更
》

●
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病
院
建
設
事
務
組
合
規
約
の
全
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
5
月
1
日
に
開
院
予
定
の
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

る
掛
川
市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団
の
規
約
を
、
現
行
の
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病

院
建
設
事
務
組
合
規
約
の
全
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
全
部
変
更
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
、
企
業
団
の
名
称
や
袋
井
市
・
掛
川

市
の
負
担
割
合
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

《
企
業
団
名
称
》

　
　

掛
川
市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団

《
負
担
割
合
》

　
　

病
院
の
建
設
整
備
に
係
る
経
費

　
　
　
　

人
口
割
…
65
%　

均
等
割
…
20
%　

距
離
割
…
15
%

　
　

病
院
の
管
理
運
営
に
係
る
経
費

　
　
　
　

人
口
割
…
55
%　

均
等
割
…
20
%　

距
離
割
…
15
%　

利
用
者
割
…
10
%

   

【
算
定
基
準
】

・
人
口
割
…
前
年
10
月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
の
割
合

・
均
等
割
…
袋
井
市
50
%
、
掛
川
市
50
%
の
割
合

・
距
離
割
…
袋
井
市
15
%
、
掛
川
市
85
%
の
割
合

・
利
用
者
割
…
前
年
度
の
外
来
患
者
及
び
入
院
患
者
の
延
べ
人
数
に
よ
る
割
合

　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
の
延
べ
人
数
）

　
　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る
袋
井
市
の
負
担
割
合
は
、
次
の
と

お
り
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

・
病
院
の
建
設
整
備
に
係
る
経
費
…
39
・
6
%

　
　

・
病
院
の
管
理
運
営
に
係
る
経
費
…
39
・
1
%
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資
源
ご
み
収
集
に
よ
る

市
民
負
担
の
軽
減
を

本
市
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の

資
源
ご
み
収
集
は
、
先
進
的
で
評
価

で
き
る
が
、
自
治
会
役
員
の
大
き
な

負
担
や
、
高
齢
者
に
と
っ
て
収
集
所

ま
で
の
運
搬
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
問
題
が
あ
る
。
市
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

負
担
軽
減
対
策
と
し
て
、
資
源

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、

市
民
に
分
別
方
法
を
熟
知
し
て
も
ら

う
こ
と
で
回
収
が
効
率
的
に
な
り
、

立
ち
会
い
人
数
の
削
減
、
立
ち
会
い

時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

常
設
の
資
源
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
れ
な
い
か
。

1
月
の
市
民
討
論
会
で
、
休
日

用
の
集
積
所
を
市
内
数
カ
所
に
設
け

る
な
ど
の
改
善
案
を
提
案
し
、
意
見

を
伺
っ
た
上
で
、
実
現
に
向
け
た
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
の
雇
用
拡
大
に
支
援
を

平
成
25
年
4
月
か
ら
障
害
者
優

先
調
達
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、
市
も
、

調
達
方
針
の
作
成
と
調
達
実
績
の
公

表
が
努
力
義
務
と
な
る
。
本
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

庁
内
へ
の
周
知
、
関
係
団
体
と

の
調
整
を
行
い
、
今
年
度
中
に
調
達

方
針
を
作
成
す
る
。
障
害
者
就
労
施

設
に
対
し
、
必
要
な
施
設
整
備
へ
の

助
成
な
ど
、
環
境
整
備
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
で
の
天
井
や

照
明
器
具
の
落
下
防
止
対
策
は

東
日
本
大
震
災
で
は
、
天
井
な

ど
非
構
造
部
材
の
落
下
事
故
が
多
発

し
た
。
体
育
館
な
ど
の
学
校
施
設
は

避
難
所
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
対
策

は
進
ん
で
い
る
か
。

救
護
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体

育
館
か
ら
対
策
を
進
め
、
今
年
度
は

4
校
で
既
に
実
施
し
た
。
今
後
、
全

て
の
学
校
に
お
い
て
、
早
期
に
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

爆
音
車
両
の
取
り
締
ま
り
は

市
民
の
安
眠
を
妨
げ
る
暴
走
行

為
が
後
を
絶
た
な
い
。
取
り
締
ま
り

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

少
年
補
導
員
に
よ
る
巡
回
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

袋
井
警
察
署
に
も
、
さ
ら
な
る
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
検
挙
及
び
補

導
の
強
化
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
と

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

浅
羽
佐
喜
太
郎
や
名
倉
太
郎

馬
、
可
睡
斎
の
活
人
剣
な
ど
、
協
働

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
地
域
資
源
の
掘

り
起
こ
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

の
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

地
域
資
源
に
関
し
て
は
14
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

天井等の落下防止対策が進められる体育館

高
橋 

美
博 

議
員

寺
田 　

守 

議
員

ステーション方式で行っている資源ごみ回収
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目
的
に
沿
っ
た

都
市
計
画
税
の
使
い
道
か

都
市
計
画
税
は
、
新
た
な
都
市

基
盤
整
備
の
た
め
に
課
税
す
る
と
説

明
し
て
き
た
。
平
成
23
年
度
を
見
る

と
、新
た
な
事
業
に
使
わ
れ
た
の
は
、

わ
ず
か
1
億
3
8
0
0
万
円
の
み
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
整
合
性
は
ど

う
か
。複

数
年
で
み
る
と
、
平
成
23
年

度
ま
で
の
5
年
間
で
は
、
都
市
計
画

税
53
億
円
の
税
収
で
1
0
3
億
円
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

都
市
計
画
税
収
の
約
9
割

（
11
億
5
0
0
0
万
円
余
）
が
借
金

返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
新

た
な
事
業
に
充
当
す
る
と
い
う
目
的

と
異
な
る
の
で
は
。

総
務
省
通
知
に
お
い
て
、
都
市

計
画
事
業
費
に
は
、
過
去
に
実
施
し

た
事
業
に
係
る
借
入
金
の
償
還
金
も

含
ま
れ
る
と
の
解
釈
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。

臭
気
指
数
13 
を
守
ら
せ
る

悪
臭
対
策
を

南
部
地
区
養
豚
業
者
か
ら
の
悪

臭
の
状
況
と
改
善
策
は
。

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
14

回
中
11
回
が
臭
気
指
数
14
か
ら
18
と

基
準
値
を
超
過
し
て
い
た
。
改
善
に

向
け
た
指
導
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
改
善
勧
告
の
再
発
動
、
さ

ら
に
は
改
善
命
令
も
視
野
に
、
臭
気

指
数
13
の
遵
守
に
向
け
対
応
し
て
い

く
。

浅
田 

二
郎 

議
員

農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

今
後
の
事
業
展
開
は

「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
的
な
考
え
方
、
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
内
に
あ
る
農
の
資
源
を
、

様
々
な
分
野
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

市
民
生
活
の
質
の
向
上
と
産
業
振
興

に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、

市
民
農
園
の
利
用
促
進
や
、
学
校
教

育
で
の
農
体
験
授
業
の
実
施
、
さ
ら

に
は
、
農
産
物
宣
伝
隊
や
水
田
を
活

用
し
た
コ
ス
モ
ス
畑
・
ヒ
マ
ワ
リ
畑
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

三
川
地
区
で
は
、
地
域
の
農
産
物
を

詰
め
合
わ
せ
た「
三
川
ふ
る
さ
と
便
」

の
ほ
か
、
農
の
資
源
を
活
用
し
た
婚

活
事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
農
と
触
れ
合
え
る
機
会
が
、
よ

り
一
層
増
し
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、

広
く
そ
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

学
校
給
食
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
、
地
場
産
野
菜
な
ど
の
導
入

促
進
を
ど
う
考
え
る
か
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、「
夢

の
里
み
つ
か
わ
」
の
協
力
に
よ
り
、

学
校
給
食
用
の
野
菜
を
生
産
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
給
食
へ
の
地
産
地

消
の
推
進
に
よ
り
、
生
産
者
の
安
定

収
入
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
安
全
・
安

心
な
食
材
の
提
供
、
地
元
野
菜
を
食

べ
ら
れ
る
喜
び
や
地
元
生
産
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
も
持
て
、
食
育
推
進

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

大
場 

正
昭 

議
員

都市計画税が充てられている駅南循環線

学校給食用の野菜を生産している「夢の里みつかわ」
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「
心
の
健
康
」
を

身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
か

幼
児
期
に
お
い
て
、「
生
命
の

尊
さ
」「
生
き
る
幸
せ
」
を
、
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

家
族
の
愛
情
を
支
え
に
、
子
ど

も
た
ち
は
友
達
や
先
生
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
、
生
き
物
を
飼
育
す
る

こ
と
で
、
生
命
の
尊
さ
を
感
じ
て
い

る
。
子
ど
も
一
人
一
人
の
達
成
感
が

喜
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。

い
じ
め
や
不
登
校
の
無
い

学
校
現
場
に
し
た
い
が

「
い
じ
め
防
止
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

道
徳
の
授
業
で
学
習
す
る
と
と

も
に
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
同

士
が
い
じ
め
に
つ
い
て
討
論
す
る
機

会
を
設
定
し
、
子
ど
も
同
士
で
意
識

を
持
た
せ
て
い
る
。

非
常
勤
嘱
託
職
員
の
安
定
雇
用
と

待
遇
面
の
整
備
が
必
要

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の

た
め
に
、
働
き
に
見
合
っ
た
待
遇
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

勤
務
評
定
制
度
を
昇
給
や
再
任

用
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
福

利
厚
生
や
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
へ

の
加
入
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
加

え
、
公
務
員
と
し
て
の
服
務
や
接
遇

に
関
す
る
研
修
を
受
講
さ
せ
、
資
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

巡
回
バ
ス
に
軽
便
鉄
道
の
活
用
を

軽
便
鉄
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
の
D
M
V
を
、
遠

州
三
山
の
巡
回
バ
ス
な
ど
に
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

自
主
運
行
バ
ス
や
遠
州
三
山
巡

回
バ
ス
と
し
て
、
市
内
を
巡
回
す
れ

ば
、
P
R
効
果
も
高
ま
り
、
利
用
促

進
や
誘
客
促
進
に
向
け
て
興
味
深
い

も
の
だ
が
、
経
費
の
問
題
等
も
あ
る

こ
と
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
効
率
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
技
術
の
活
用
を

竹
か
ら
の
高
効
率
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
生
産
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
放
置
竹
林
の
解
決
方
法

と
な
ら
な
い
か
。

竹
林
を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が

確
立
す
れ
ば
、
大
変
役
立
つ
も
の
で

あ
る
の
で
、
実
証
試
験
の
結
果
、
有

効
と
確
認
で
き
れ
ば
、
取
り
組
み
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

避
難
施
設
へ

高
出
力
自
家
発
電
機
の
設
置
を

避
難
施
設
に
は
、
高
出
力
の
移

動
式
自
家
発
電
設
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
の
災
害
対
策
本
部
と
な
る
コ

ス
モ
ス
館
に
は
、
非
常
用
電
源
設
備

を
整
備
し
た
が
、
多
額
な
費
用
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
避
難
施
設
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
な
ど
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

浅羽記念公園に展示されている軽便鉄道のSLレプリカ

うさぎの世話をする幼稚園児
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中
心
核
再
生
へ
の

取
り
組
み
が
必
要

平
成
26
年
秋
に
は
、
J
R
袋
井

駅
が
生
ま
れ
変
わ
る
。
袋
井
市
の
玄

関
口
・
顔
と
し
て
、
中
心
市
街
地
は

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
だ
け
で
な
く
、
市
外
か
ら

訪
れ
た
人
に
と
っ
て
も
、
市
を
代
表

す
る
玄
関
口
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
袋

井
に
来
た
こ
と
を
感
じ
る
J
R
袋
井

駅
舎
の
建
設
を
含
め
、
袋
井
市
の
顔

と
な
る
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
人
が
住
み
、
暮
ら
す
」
た
め

に
は
、
様
々
な
暮
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
受
け
皿
と
し

て
、
今
の
駅
前
商
店
街
は
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

単
に
「
買
い
物
の
場
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
担
い
手
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
お
け
る

体
制
づ
く
り
が
必
要

袋
井
市
と
し
て
、
石
綿
含
有
物

の
適
切
な
管
理
・
除
去
指
導
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

健
康
に
及
ぼ
す
危
険
性
も
高
い

こ
と
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

情
報
を
市
民
に
周
知
し
て
い
く
と
と

も
に
、
引
き
続
き
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

住
宅
耐
震
診
断
の

対
象
拡
大
は
急
務

新
耐
震
基
準
に
基
づ
く
木
造
住

宅
で
、
耐
震
評
価
が
低
い
住
宅
が
あ

る
。
耐
震
診
断
の
対
象
拡
大
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

新
耐
震
基
準
以
前
の
住
宅
の
う

ち
、
未
対
策
の
住
宅
が
3
3
0
0
軒

残
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
耐
震
化

を
推
進
し
て
い
く
。
診
断
対
象
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
補
助
制

度
の
対
象
外
の
た
め
、
財
政
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。

液
状
化
危
険
度
マ
ッ
プ
を

ど
う
生
か
し
ど
う
対
策
す
る
か

マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
及
び
市
民

の
理
解
度
を
増
す
た
め
の
方
策
は
ど

う
か
。専

門
家
に
よ
る
相
談
員
制
度
を

構
築
す
る
ほ
か
、
国
等
の
研
究
を
参

考
に
、
液
状
化
対
策
工
法
等
の
周
知

パ
ン
フ
を
作
成
し
た
い
。

旧
広
岡
市
営
住
宅
跡
地
（
方
丈
）

の
利
活
用
は

長
年
遊
休
地
と
し
て
放
置
さ
れ

た
当
該
土
地
に
対
す
る
市
の
考
え
方

と
今
後
の
利
用
計
画
は
。

遊
休
地
は
、
公
共
事
業
の
代
替

用
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
現
在
は
一
部
が
駐
車
場
の
貸
し

出
し
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
公

共
用
地
利
活
用
検
討
委
員
会
で
、
早

め
に
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

JR袋井駅北口（イメージ図）

全世帯配布された液状化危険度マップ

市議会だより
H25 .2 . 1■ No .39

ふくろい

市政に対する 一 般 質 問

7



企業会計補正予算や条例の一部改正などの議案を

　各特別委員会で審議された案件及びそれに対する
質疑のうち、主なものについて報告します。

議会改革特別委員会
（10/19、11/6、12/5）

　前号でも掲載したとおり、前年度、議会改革研
究会から提出された提言書の取り組みについて、
議論を重ねた中で、意見をまとめています。
（議論された内容）
①常任委員会のあり方について
②議会報告会の開催について
③議会基本条例の制定について
（前回からの検討事項）
①公務による海外派遣に関する内規案について
②一問一答方式と一括質問の選択制の導入に伴う
質問席の設置について

　議会改革研究会より提案された10項目のうち、
議員定数を除く全項目の方向性を確認できたので、
11月19日及び11月30日の議会運営委員会におい
て、中間報告を行いました。
　その中で、本特別委員会と意見の異なる部分に
ついて、再度協議を行いました。

地域医療・新病院特別委員会
（10/5、10/22、12/11）

現袋井市民病院の増築と改修工事の概要が示されました。
　現袋井市民病院を袋井市総合健康センターとし
て活用するために、次のとおり工事を実施すると
の報告がありました。
①受水槽新設撤去工事
西館増築予定箇所に設置されている浄化槽の撤
去及び敷地北側への新設。
②工事車両道路（兼進入路）整備工事
市道上久能鷲巣線から病院へ出入りするための
道路兼進入路の整備
③西館増築工事
新たな病室・調理室等の整備のため、西館を増築。
④西館改修工事
2階をリハビリテーション室へ、また、3階から
5階をリカバリー室や4床室に改修。
⑤本館改修工事
既存エレベーター・浄化槽の改修及びサイン取替

西病棟を改修・増築するとのことだが、現市民
病院の施設はどのように利用されるのか。
西館は病棟として使用するが、診療行為や検査
等については、現在の機器等を有効活用させる
ため、本館 1階の活用を中心に考えている。

特別委員会報告

■建設経済委員会
●袋井市が管理する市道の構造の技術
　的基準等を定める条例の制定

Q同じ道路の中で、幅員が場所によ
り異なる道路も存在するが、安全

性の面からも、幅員を統一していくべき
と考えるがどうか。

A道路の連続性については、非常に
重要な観点であり、道路の幅員が

場所により異なることは利便性も悪いた
め、利用しにくい道路は極力避けるよう
な、将来を見据えた道路の整備を心がけ
たい。

●袋井市が管理する準用河川の構造の
　技術的基準を定める条例の制定

Q河川には排水能力はもとより、親
水性も重要となっている。準用河

川など、市が管理する河川については、
そのような配慮も必要であると考えるが
どうか。

A河川法において、治水・利水・環
境が河川に求められているので、

それらを最大限に活用した運用を考えて
いきたい。

誇れるふるさとの川づくりプロジェクト

市議会だより
H25 .2 . 1■ No .39

ふくろい 8



常任委員会レポート常任委員会レポート 平成24年度一般会計・特別会計・
各常任委員会で審査しました。

■民生文教委員会
●訪問看護事業特別会計補正予算
　（第1号）

Q今年9月で市が運営していた袋井市
訪問看護ステーションが廃止とな

り、すべて民間のサービスに移ったが、
現状はどうか。

A袋井市訪問看護ステーションの利
用者は、多いときで55人程度だっ

た。12月1日現在の民間サービス利用者
数は、看護ステーション袋井が46人。
トータルケアひかりが30人。計76人で
20人近く増えている。

●指定地域密着型サービスに関する
　条例の制定

Q高齢者対策として、今後は、地域
密着型サービスが重視される方向

であると考えるが、今後の本市における
考え方・方針はどうか。

A平成24年度から26年度までの計画
で、小規模多機能型を1カ所、特別

養護老人ホームを1カ所整備するととも
に、在宅で安心して生活できるような
サービスの充実も図っていく。今後の方
向としては、介護保険料等も勘案しなが
ら、必要なものから整備していきたい。

■総務委員会
●一般会計補正予算（第4号）
－家庭内家具等固定推進事業－

Q総合計画では、平成27年度までに
家具を固定している家庭の割合を

67.1%（約2万世帯）とすることを目標
としているが、現在のペースで達成でき
ると考えているのか。

A昨年度までに1,862世帯で実施
していただいた。今年度は、約

1,800世帯での実施を想定している。1
月から新制度がスタートするため、さら
に実施率を高めるよう努力したい。

－河川水位計等整備事業－

Q浸水や道路の状況を、いち早く
住民に知らせるために、浸水セン

サー2基、警報器とパトライト4基を設
置するとのことであるが、設置箇所を村
松と諸井に選定した理由は何か。

A村松地区については、一番早く浸
水する恐れのある箇所にセンサー

を設置し、警報器等も被害が予想される
住宅地付近に設置するものである。諸井
地区については、平成16年度に浸水被
害があったことを考慮して設置すること
とした。

民間による訪問看護ステーション現在設置されている河川水位計

市議会だより
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市議会への請願、陳情について
　市政についての様々な要望や意見は、「請願」「陳
情」として、文書で市議会に提出することができま
す。請願には、1人以上の議員の紹介が必要です。
　定例会開会日の8日前までに提出していただけれ
ば、請願は定例会で議題とし、陳情は議会運営委員
会でその取り扱いを協議します。なお、郵送によ
る陳情などについては議長判断で処理することと
なっています。
　請願（陳情）書には、請願（陳情）者の住所、氏
名（法人及び団体は、その事業所の所在地、名称及
び代表者の氏名）を記載し、押印してください。
※詳細については、袋井市議会事務局にお問い合わ
せください。

　今年5月に全国初の統合病院「中東遠総合医療センター」
が開院し、6月には現市民病院跡地に聖隷袋井市民病院が暫
定開院となります。11月議会ではこうした条例や規約等を
はじめ、防災問題など様々な議論が活発に交わされました。
　いよいよ2月定例会、私たち任期中最後の議会です。締め
くくりの議会、市民皆様からの「お声」お待ちしています。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

※会議録はホームページのほか、市役所内情報公開
コーナー、議会事務局、各図書館で閲覧できます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

2月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 2月 26日（火） 開会、議案の説明
  3月  5日（火） 市政に対する一般質問
  6日（水） 市政に対する一般質問
   7日（木） 市政に対する一般質問
    11日（月） 議案の審査（常任委員会）
    12日（火） 議案の審査（常任委員会）
    13日（水） 議案の審査（常任委員会）
    22日（金） 委員長報告～採決、閉会

意見交換会を行いました。
　各常任委員会では、委員会関係者・団体との連携
を図るため懇談会を開催し、各団体と意見を交換し
ました。

総務委員会
　国際交流協会との懇談会（11/15）
　【テーマ】
　　・国際交流と多文化共生事業との棲み分け
　　・補助金と委託金について
　　・協会の事務所について
　　
民生文教委員会

　①保護司との懇談会（10/15）
　【テーマ】
・保護観察中の人への指導・助言による更正の
推進

・社会を明るくする運動の実施
　②民生児童委員との懇談会（10/15）
　【テーマ】
　　・地域での見守りや相談支援活動の推進
　　・地域福祉の取り組みの推進
　③教育委員との懇談会（10/29）
　【テーマ】
　　・徳育の推進について
　　・親学のすすめについて
　④人権擁護委員との懇談会（11/14）
　【テーマ】
　　・人権侵害に対する相談活動の推進
　　・人権擁護のための啓発活動の推進


